
12月の道内景況　情報連絡員レポート
景況、収益状況は改善続くも　売上高が悪化

全業種 製造業 非製造業
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△11.4 △11.4 △12.9 △19.4 △10.5 △7.0

△14.8 △13.6 △16.1 △12.9 △14.0 △14.0

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I値）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。

景況天気図（前年同月比）
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主要 DI 値の推移

　主要DI値の推移では、「景況」「収益状況」
が引き続き改善したが、「売上高」が悪化
し、改善の動きに弱さが見られた。
　業種別の前月比較では、製造業では「販売
価格」「取引条件」「雇用人員」で若干改善し
たが、「売上高」「収益状況」「資金繰り」が悪
化。非製造業では「景況」「収益状況」「資金
繰り」で若干改善したが、「売上高」「販売価
格」が悪化した。

概 況
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・12月の景況は通年を通して施工できる為、受注は引き続き好調。組合工事で
あるスイッチング取り換えも現時点では、昨年の 9割程度であるが予想より減
少には至っていない。その他一般電気工事は住宅関連工事等好調だが限られて
いる。技術者及び技能者での遣り繰りにも限界がきている。�（電気工事／全道）

・組合員の業況
　12月は少雪・暖冬の影響で凍結による修繕がほとんどなく、掘削を伴う工事
は順調に進捗している。後半になって降雪が多くなり、除雪をしながらの工事
となってきているが、凍結深が浅いことから工事の進捗にさほど影響がない。

　問題点
　この時期一部業者において雇用調整の時期なので、水道技能者の人数が減少す
ることから、突発的な修繕に対応しきれないことがあり得る時期となってきて
いる。

　地域の実情
　少雪で除雪業者にとっては出動回数が昨年と比較すると、格段と落ち込んでい

ることから、道路管理者との契約方法にもよるが、収益減少になる可能性が高
いと思われる。積雪寒冷を見込んだ冬期スポーツの開催や、合宿などに影響す
ることから適度な降雪は必要かと思われる。� （管工事／名寄）

・ダンプ、除雪関係の会社では、少ない雪のため売上減となっている。そのほか
は例年並みと思われる。� （一般貨物自動車運送／小樽）

・馬鈴薯・玉葱ともに 11月に比べ、出荷量が減少した。産地により偏りがある
ものの、全体的に低水準の出荷状況で 1月以降も期待できない見込み。一般
カーゴについては 11月同様例年並みの動き。鉄骨部材関係がやや好調との情
報がある。域内輸送も前月同様、年末前の準備等に係る品目の流通量はやや鈍
い感じがある。その他も同様で、天候に左右される度合いは減っているが石油
関連は不調。� （一般貨物自動車運送／石狩）

・売上高は、前年同月比　7.1％減少
　乗務員数は、前年同月比　7.8％減少
　11月分チケット取扱高は、前年同月比　1.1％増加� （一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・年末商品の値上がり（特に蕎麦）により販売価格は上昇したが、収益は減少し
ている。

　天候が不安定（台風、大雨、地震後のブラックアウト等）であったことで、作
物の出来に悪影響が出た。� （めん類／全道）

・12月は比較的穏やかな天候が続き、ボーナスの平均支給額も昨年より多いと
聞いていたが、消費者の財布のひもは意外に固く、特に年末商戦では期待した
ほどの伸びはなかったようだ。� （飲料／全道）

・製材市況は、カラマツ・エゾ・トドマツは保合（もちあい）。エゾ・トドマツ
は弱保合〜保合。原木市況は、カラマツは保合〜強保合。

　カラマツ原木は、原木の動きが鈍く、不足感は依然として解消されていない。
地域によっては年度内の回復は難しいとの見方をしている。エゾ・トドマツ原
木は、地域によってバラツキがある模様で、不安感は依然として解消されてい
ない。小径材は未だに不足している。在庫は、バラツキがあり、集材に苦慮し
ている模様。� （一般製材／全道）

・昨年より積雪が少ないことから、12月に入って原木の出材量が若干増えてき
ていることが唯一の好転材料である。� （一般製材／幕別）

・釧路・根室地域では、砂利を使う工事の減少が見られる。

　骨材販売価格では、1割程度の上昇が見られる。（1m3当たり200円〜300円）
� （窯業・土石製品製造業／全道・砂利）
・会員事業所の状況
　新造船建造価格の低迷で、協力事業所への請負工事発注金額も徐々に影響が出
て、事業所継続に不安を抱える会員も出ている。

　公共事業関係の状況
　鋼製橋梁、陸上工事が順調。また、橋梁大手メーカーからの受注で明るい状況。
　造船業界の状況
　昨年は新造船、船価の改善が期待されたが、船価低迷の続く一年となった。各
造船所は当面の仕事量は確保されているが、韓国・中国による政府の補助政策
を含めた安値受注によって、当面船価回復の見通しが立たない状況。

� （金属製品／室蘭）
・組合員事業所にいろいろと話を聞くと、金属加工業者では売上は増加している
が、原材料の高騰など原価上昇分を製品に転嫁できず、苦慮している。

� （金属機械工作／札幌）
・2019年 1月から販売価格の値上げを行う企業が数社ある。値上げ率に違いが
あるものの、おおむね 5〜 20％とのこと。� （家具／旭川）

製造業

・前月まで売上は増加傾向であったが、電子機器・計測機器を中心に減少傾向が
強まり、景況感はやや悪化した。卸団地の再整備は順調に進行中で、2019年
12月には新ビルが完成する予定。� （各種商品／札幌）

・十勝では、少雪・暖冬傾向の状態が年末年始と続き、業界全般的には衣料卸な
どで売上が伸びていない。冬のレジャーの代表であるスキー場でも雪不足が続
き、一部コースのみの営業や未だにオープンできないスキー場もある。また、
1月後半から始まる冬イベントにおいても、長引く少雪や暖冬はかなり影響が
出てきそうだ。� （各種商品／帯広）

・先月は菓子業界は引き続き商品回転が悪く、売り上げ状況は前年を下回った。年
末が長期休暇となったため、在庫数量の調整等もやや難航した。�（菓子／全道）

・今年は本当に多くの災害に見舞われた一年だった。私たちの暮らし、特に食は
いかに気象に左右されているかを思い知った。それでも年末の市場には例年通
りのにぎわいがあり、ごちそうの品を求める多くの買い物客であふれていた。
新しい年が平穏であることを願うばかり。� （各種商品／小樽）

・12月取扱高は、前年比 101％の状況。年末商店街の賑わいはなく、量販店や
食品スーパーだけが賑わっていた。飲食店は忘年会の人では例年より少ない状
況。観光ホテルは、インバウンド顧客が少し回復してきており、冬の観光シー
ズンに期待したい。� （各種商品／苫小牧）

・12月の各組合員の状況について
　売上については各組合員、前年と比べると厳しい状況だったという声が多かっ
た。特に衣料品関係の組合員からは暖冬の影響があり、厳しかったとのこと。
釧根地域全体ではやはり前月同様、景況感の上向きは感じられない。

� （各種商品／釧路）
・12月に入り気温も平年並みとなったほか、原油価格の続落により、市場価格
も値下がりしたため、暖房用燃料の需要増に期待したが、価格高騰による消費
者の節約意識が続いており販売量は例年に比べ落ち込んでいる。また、冬期間
に入り車の動きが鈍くなるのに加え、降雪量が少なく除雪車の稼働が前年に比
べ大きく減少しているため、車両用燃料についても苦戦が続いている。

� （燃料小売業／稚内）
・売上高対前年同月比 9.5％増加。インスタントコーヒーなどの売れ行きが好調
に推移した。ギフト商品は例年並み。� （野菜・果実／札幌）

・12月は、前半の天候が悪く、入店客数も減少気味だったが、毎週末の売り出
しの成果が出て、例年並みの売上となった。観光客も増加したように感じられ
た。雇用については年末商戦に合わせてアルバイトなどで増加となった。

� （鮮魚／釧路）
・12月は、一部地域において厳しい寒さ・降雪もあったが、全般的に暖かい日
が続いたため灯油商戦は不調に終わった。また、石油製品全般についても、ガ
ソリン需要の不振などから経営的には厳しい状況が続いている。

　また、本格的な灯油需要期を迎え、各自治体においては、防災に対する石油の
役割などを改めて見直す動きも見られ、安定供給に係る行政当局等からの受注
拡大につながっている案件も多く散見される。いずれにしても、原油価格の落
ち着きが続いている状況にあって、少しでも早く、低マージンの常態化が払拭
されることを期待する事業者も多い。� （燃料／全道）

・12月 1日より 4K8K放送が開始され、年末の紅白やレコード大賞への関心と
もあいまって、需要が伸びた。4Kテレビがチューナー・本体とも価格が安く
なり売れた。今後は東京オリンピックを境に 4Kテレビが標準化する流れにな
るといわれている。冷蔵庫・洗濯機・電子レンジなどの白物家電や暖房エアコ
ンなどは堅調な売れ行き。全体的に消費増税をにらみながら、売れ行きは微増
である。� （電気機械器具／全道）

・元日明けの小売フェア前半は好調だった。後半は降雪などもあり減少とのこ
と。12月は雪も少なく昨年よりプラスとの声が多かった。

� （中古自動車／札幌）
・藤丸百貨店の 11月売上高は、5億 760万円（前年同月比 3.0％減）。歳暮商
戦が苦戦したほか、胆振東部地震に伴う停電後の影響も続いている。年末全市
連合大売出しの売上高は、31億 1,405 万円、目標（24億円）を上回った。
前年比 2.1％減だったが、2年連続で 31億円を超え、過去 20年では 3番目
の売上高。共通駐車券の利用は、前年比 100.4％、買物共通バス券の利用は、
前年比 79.5％。� （商店街／帯広）

・燃料用重油が多少値下げ、営業状態は現状維持。施設老朽のため1施設が廃業。
　　組合員数� 全　道� うち札幌
　　　　実績� 149� 39（1施設廃業）
　　� （公衆浴場／全道）
・企業のAI や IoT への旺盛なシステム開発投資は高度なデジタル技術を持つ人
材やデータ解析技術を持つ人材の争奪戦へとつながり、道内でも大手企業の出
先システム開発会社やコールセンター、主要企業や中小システム会社など、業
種を越えて激しい人材の争奪戦となっている。各企業は給与や働き方改革によ
る魅力度を高めて人材を引き付けているが、新卒の学生採用もさることなが
ら、即戦力となる中途採用活動が活発な状況。そのため、道内の中小システム
開発会社や情報処理会社は開発単金が上昇傾向にあっても、需要をこなすため
に必要な人材量不足や募集しても集まらない技術者の採用難、そして既存社員
の離職防止だけでなく、人件費や経費の上昇による収益の圧迫など、三重苦四
重苦に悩む経営者が多い状況となっている。� （ソフトウェア／全道）

・12月の十勝川温泉宿泊入込数は 28,338 人で、昨年度比 1,504 人増加し
106％だった。震災後の取り組みの効果であり、12月としては過去最高の入
込数。� （旅館／音更）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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